
【戦略的スマート農業技術等の開発・改良】 

SA1-203E2 
蒸気を利用した「茶の有機栽培向けスマート乗用複合管理機」の開発 

 
１ 代表機関・研究代表者 

カワサキ機工株式会社 鈴木智久 
 
２ 研究期間：令和４年度～令和６年度（３年間） 
 
３ 研究目的 

茶の有機栽培において、蒸気を利用した防除・除草作業対応型の乗用
複合管理機の試験機による実証試験を行い、作業機と連動した栽培管
理システム運用による導入効果や経済的評価を行う。 

 
４ 研究内容及び実施体制 

①  作業機連動型有機栽培管理システムの開発 
管理機の作業データと新芽害虫の発生状況、気象データ等、をクラウド上で

API 連携し、作業機の有効活用を図るシステムを構築する。 
（カワサキ機工株式会社） 

 
②  蒸気による新芽害虫防除技術の構築 

室内試験による蒸気が各種新芽害虫に与える影響の検証と、茶園での試験機
による散布蒸気量の条件別の新芽害虫・天敵生物の圃場発生量確認を行う。 
（鹿児島大学、鹿児島県農業開発総合センター） 

 

③  蒸気散布による収量変化および荒茶品質への影響評価 
蒸気散布が茶芽に及ぼす影響について、茶園での新芽へのダメージ調査と、経

営的に重要な収穫した茶葉の生葉収穫量と荒茶品質（香味、成分）を評価する。 
（株式会社伊藤園、鹿児島県農業開発総合センター） 

 

④  蒸気による茶園除草作業の実用性評価 
蒸気発生装置を有効活用し、アタッチメント装着により除草作業へ適用し、茶

園の雑草駆除に使用した場合の適用性評価を行う。 
（鹿児島県農業開発総合センター、三重県農業研究所） 

    
５ 最終目標 

蒸気による新芽害虫防除技術を構築し、現行の有機栽培茶園の年間
生産額に対して 10％以上の生産性向上を、茶園除草作業においては作
業頻度１回以内／月での機械化作業体系の構築を目指す。 

 
６ 期待される効果・貢献 

管理作業コスト低減および大幅な労力の軽減により、効率的営農体
制が確立される。大規模茶園への適用により安心安全な有機栽培茶の
生産量増加により、輸出向けの茶生産量拡大にもつながる。 

 
【連絡先 カワサキ機工株式会社 開発部 0537-27-1717】 
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